
カタログ掲載の内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

特約店

材料の種類

注 意 事 項

OND2107　2107020645120

塗料には労働安全衛生法の第2種に該当するスチレンが含まれているので、換気には充分注意し、吸引防止のために有機ガスマスクやゴーグル等の保護具をご使用ください。
施工時の温度により、硬化剤、促進剤の添加量が異なります。各塗料の硬化特性をご参照ください。
下塗りの塗付量が下限値以下の場合は剥離の可能性があります。
硬化剤と促進剤を使用する場合は、まず主剤に促進剤を添加し充分撹拌後、硬化剤を添加してください。
（爆発的な分解を起こし危険ですので、同時添加は決して行わないでください。）
硬化剤をウエス等で拭き取った場合は、水を張った容器に廃棄してください。
目に入った場合は、多量の水で洗い、速やかに医師の診断を受けてください。
皮膚に付着した場合は速やかに石鹸水で洗い落とし、痛みや外観に変化がある時は医師の診断を受けてください。
硬化剤、促進剤を添加した塗料が残った場合は、容器に水を張り硬化させてください。そのままにしておくと、自然発火の原因となります。
材料の保管、取り扱いは、消防法、労働安全衛生法に基づき充分な管理をお願いします。
静電気をきらう床には施工しないでください。
塗装による臭気で、近隣に迷惑を掛けることがありますので、充分に配慮をお願いします。
化学物質過敏症の人は、塗料に含有している化学物質（VOC等）に過敏に反応される可能性がありますので、充分ご注意ください。
製品の安全に関する詳細な内容については、安全データシート（SDS）をご参照ください。
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注：製品名の末尾に（F）があるものはF☆☆☆☆仕様が可能な樹脂で、ないものはF☆☆☆☆対応出来ない樹脂です。
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　　　　　　　　  製  品  名
ボウジンテックス 強化シーラー
ボウジンテックス VE プライマー（F）S型・W型
　　　〃　　　　       金属用プライマー（F）
　　　〃　　　　       VE-04（F）
　　　〃　　　　       VE-06（F）
　　　〃　　　　       VE-00
　　　〃　　　　       VE-30
　　　〃　　　　       VE-10
　　　〃　　　　       VE-12
　　　〃　　　　       VE-97
パーメックN
硬化剤328E
BPO-50
促進剤AN
促進剤Co
硬化遅延剤
ワックス液
VEトナー（各色）
添加剤C
パンゲルAD
＃450ガラスマット
サーフェースマット30C
硅砂4号・5号・6号・7号

                                   用途および特長

コンクリート用

　金属用

一般品（耐酸・耐アルカリ）

耐熱・耐溶剤

低臭タイプ
耐クロム酸

工法および使用樹脂により、右の3種より選択

硬化促進に使用

硬化遅延に使用
上塗硬化完結用
着色用
F☆☆☆☆仕様に添加
増粘剤
中塗補強層
表面補強層
モルタル工法用・防滑仕上げ用

　　一般名称

下塗材

中塗材・上塗材

硬化剤

硬化促進助剤
硬化促進剤
硬化遅延剤
ワックス液
着色剤
添加剤
増粘剤

ガラス繊維

骨材

夏・春秋用
冬用
高粘度
中粘度
VE-00粘調用
一般品

一般用

■高耐久性（厚膜）
■耐薬品性
■防食性

VE
厚膜多成分型ビニルエステル樹脂塗料

JQA-2631（本社工場）
JQA-EM3548（本社工場）

（社）日本塗料工業会登録

登録番号

ホルムアルデヒド放散等級

問い合わせ先

F☆☆☆☆

M0 3 1 1 9

http://www.toryo.or.jp



 強靭で長期耐久性を必要とする一般工場、倉庫
 耐薬品性が要求される化学薬品工場や印刷工場
 各種薬液タンク、汚水処理ピット、バッテリー室
 工期短縮が必要な厨房、給食室
 長期耐久性が必要な工場床

ボウジンテックス VEは、エポキシ、ポリウレタン、MMAなどの塗り床材
で解決できなかった防食性を可能にした塗り床材です。特に耐酸性、耐
アルカリ性に優れるので、薬剤を使用する工場床、食品工場床、厨房床に
効力を発揮します。さらにガラス繊維の積層により引張り、靭性、耐衝撃
性等の機械的強度が大きく向上します。また、環境配慮型としての低臭
タイプは、市街地での施工、食品工場や厨房の施工にも適します。

性 　 能

特 長 ・ 用 途

工 法 ガ イ ド

塗 装 仕 様

 耐薬品性、特に耐酸性、耐アルカリ性に優れる
 硬化性に優れ、工期短縮が可能
 機械的強度が高く、強靭で耐久性に優れる
 作業性に優れる
 厚膜タイプの高性能仕上げ
 低臭タイプは、においの問題を解決

ホルムアルデヒドの発散は少ない
建築基準法、建築材料の区分は規制対象外となっている

B O U J I N T E X  V E

特長

用途

優れた耐薬品性、耐久性、作業性

機械工場 化学薬品工場・印刷工場 自動車修理工場厨房・給食室

ライニング工法

モルタル工法

上塗り（2回目）
上塗り（1回目）＋骨材散布
樹脂モル
タックコート
下塗り
下地（モルタル・コンクリート）

上塗り（2回目）
上塗り（1回目）
目止め
樹脂モル
タックコート
下塗り
下地（モルタル・コンクリート）

上塗り（2回目）
上塗り（1回目）
表面補強層
補強層
不陸調整
下塗り
下地（モルタル・コンクリート）

上塗り（2回目）
上塗り（1回目）＋骨材散布
表面補強層
補強層
不陸調整
下塗り
下地（モルタル・コンクリート）

平滑仕上げ 防滑仕上げ

平滑仕上げ 防滑仕上げ

使用する材料、工法、温度により、硬化剤等添加剤の種類と使用量が変わります。
塗装仕様書は、別途用意していますのでお問い合わせください。

塗 装 工 程

※耐薬品性が必要な場合は、上塗り2回目にトナーを入れない仕様になります。

不陸が大きい場合、モルタル工法の上にライニング工法を
組み合わせた工法
モルタル工法の樹脂モル工程後、ライニング工法の補強層工程以降へすすみます。

モルタルライニング工法

モルタル工法ライニング工法

ボウジンテックス VE
（VEトナー）
ワックス液

ボウジンテックス VE
VEトナー

上塗り
2回目

上塗り
1回目

ボウジンテックス VE
VEトナー

ボウジンテックス VE
目止め用増粘剤
（VEトナー）

ボウジンテックス VE
硅砂4号＋硅砂5号＋硅砂7号

ガラスマット ＃450
ボウジンテックス VE

サーフェースマット30C
ボウジンテックス VE

ボウジンテックス VE

強化シーラー

吸い込みが激しいモルタル・コンクリート面モルタル・コンクリート

VE プライマー・強化シーラー

上塗り
1回目

ボウジンテックス VE
VEトナー

上塗り
1回目

樹脂
モル

タック
コート

上塗り
2回目

ボウジンテックス VE
（VEトナー）
ワックス液

上塗り
2回目

ボウジンテックス VE
（VEトナー）
ワックス液

上塗り
2回目

ボウジンテックス VE
（VEトナー）
ワックス液

上塗りと同時に
硅砂5号散布

ボウジンテックス VE
VEトナー

上塗り
1回目

上塗りと同時に
硅砂5号散布

目止め

（平滑仕上げ）

（防滑仕上げ）

（防滑仕上げ）（平滑仕上げ）

不陸
調整

補強層

表面
補強層

下         地

下　塗　り

評価方法　◎：異常なし　〇：適性あり　△：すぐに処理するのであれば可　×：使用不可　　　※工法および樹脂により耐薬品性が変わりますので、お問い合わせください。

耐薬品性（抜粋）
JIS A 5705 に準じる、48 時間スポット試験
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水酸化ナトリウム

水酸化カリウム

アンモニア水

塩酸

硝酸

硫酸

ボウジンテックス VE
パンゲルAD



 強靭で長期耐久性を必要とする一般工場、倉庫
 耐薬品性が要求される化学薬品工場や印刷工場
 各種薬液タンク、汚水処理ピット、バッテリー室
 工期短縮が必要な厨房、給食室
 長期耐久性が必要な工場床

ボウジンテックス VEは、エポキシ、ポリウレタン、MMAなどの塗り床材
で解決できなかった防食性を可能にした塗り床材です。特に耐酸性、耐
アルカリ性に優れるので、薬剤を使用する工場床、食品工場床、厨房床に
効力を発揮します。さらにガラス繊維の積層により引張り、靭性、耐衝撃
性等の機械的強度が大きく向上します。また、環境配慮型としての低臭
タイプは、市街地での施工、食品工場や厨房の施工にも適します。

性 　 能

特 長 ・ 用 途

工 法 ガ イ ド

塗 装 仕 様

 耐薬品性、特に耐酸性、耐アルカリ性に優れる
 硬化性に優れ、工期短縮が可能
 機械的強度が高く、強靭で耐久性に優れる
 作業性に優れる
 厚膜タイプの高性能仕上げ
 低臭タイプは、においの問題を解決

ホルムアルデヒドの発散は少ない
建築基準法、建築材料の区分は規制対象外となっている

B O U J I N T E X  V E

特長

用途

優れた耐薬品性、耐久性、作業性

機械工場 化学薬品工場・印刷工場 自動車修理工場厨房・給食室

ライニング工法

モルタル工法

上塗り（2回目）
上塗り（1回目）＋骨材散布
樹脂モル
タックコート
下塗り
下地（モルタル・コンクリート）

上塗り（2回目）
上塗り（1回目）
目止め
樹脂モル
タックコート
下塗り
下地（モルタル・コンクリート）

上塗り（2回目）
上塗り（1回目）
表面補強層
補強層
不陸調整
下塗り
下地（モルタル・コンクリート）

上塗り（2回目）
上塗り（1回目）＋骨材散布
表面補強層
補強層
不陸調整
下塗り
下地（モルタル・コンクリート）

平滑仕上げ 防滑仕上げ

平滑仕上げ 防滑仕上げ

使用する材料、工法、温度により、硬化剤等添加剤の種類と使用量が変わります。
塗装仕様書は、別途用意していますのでお問い合わせください。

塗 装 工 程

※耐薬品性が必要な場合は、上塗り2回目にトナーを入れない仕様になります。

不陸が大きい場合、モルタル工法の上にライニング工法を
組み合わせた工法
モルタル工法の樹脂モル工程後、ライニング工法の補強層工程以降へすすみます。

モルタルライニング工法

モルタル工法ライニング工法

ボウジンテックス VE
（VEトナー）
ワックス液

ボウジンテックス VE
VEトナー

上塗り
2回目

上塗り
1回目

ボウジンテックス VE
VEトナー

ボウジンテックス VE
目止め用増粘剤
（VEトナー）

ボウジンテックス VE
硅砂4号＋硅砂5号＋硅砂7号

ガラスマット ＃450
ボウジンテックス VE

サーフェースマット30C
ボウジンテックス VE

ボウジンテックス VE

強化シーラー

吸い込みが激しいモルタル・コンクリート面モルタル・コンクリート

VE プライマー・強化シーラー

上塗り
1回目

ボウジンテックス VE
VEトナー

上塗り
1回目

樹脂
モル

タック
コート

上塗り
2回目

ボウジンテックス VE
（VEトナー）
ワックス液

上塗り
2回目

ボウジンテックス VE
（VEトナー）
ワックス液

上塗り
2回目

ボウジンテックス VE
（VEトナー）
ワックス液

上塗りと同時に
硅砂5号散布

ボウジンテックス VE
VEトナー

上塗り
1回目

上塗りと同時に
硅砂5号散布

目止め

（平滑仕上げ）

（防滑仕上げ）

（防滑仕上げ）（平滑仕上げ）

不陸
調整

補強層

表面
補強層

下         地

下　塗　り

評価方法　◎：異常なし　〇：適性あり　△：すぐに処理するのであれば可　×：使用不可　　　※工法および樹脂により耐薬品性が変わりますので、お問い合わせください。

耐薬品性（抜粋）
JIS A 5705 に準じる、48 時間スポット試験
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カタログ掲載の内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

特約店

材料の種類

注 意 事 項

OND2107　2107020645120

塗料には労働安全衛生法の第2種に該当するスチレンが含まれているので、換気には充分注意し、吸引防止のために有機ガスマスクやゴーグル等の保護具をご使用ください。
施工時の温度により、硬化剤、促進剤の添加量が異なります。各塗料の硬化特性をご参照ください。
下塗りの塗付量が下限値以下の場合は剥離の可能性があります。
硬化剤と促進剤を使用する場合は、まず主剤に促進剤を添加し充分撹拌後、硬化剤を添加してください。
（爆発的な分解を起こし危険ですので、同時添加は決して行わないでください。）
硬化剤をウエス等で拭き取った場合は、水を張った容器に廃棄してください。
目に入った場合は、多量の水で洗い、速やかに医師の診断を受けてください。
皮膚に付着した場合は速やかに石鹸水で洗い落とし、痛みや外観に変化がある時は医師の診断を受けてください。
硬化剤、促進剤を添加した塗料が残った場合は、容器に水を張り硬化させてください。そのままにしておくと、自然発火の原因となります。
材料の保管、取り扱いは、消防法、労働安全衛生法に基づき充分な管理をお願いします。
静電気をきらう床には施工しないでください。
塗装による臭気で、近隣に迷惑を掛けることがありますので、充分に配慮をお願いします。
化学物質過敏症の人は、塗料に含有している化学物質（VOC等）に過敏に反応される可能性がありますので、充分ご注意ください。
製品の安全に関する詳細な内容については、安全データシート（SDS）をご参照ください。

1.
2.
3.
4.

5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.

注：製品名の末尾に（F）があるものはF☆☆☆☆仕様が可能な樹脂で、ないものはF☆☆☆☆対応出来ない樹脂です。

荷姿（kg）
16
15
18
18
18
18
18
18
15
18
1
1
1
1
1
1
1
4
1
13

1m×67m
1m×100m
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　　　　　　　　  製  品  名
ボウジンテックス 強化シーラー
ボウジンテックス VE プライマー（F）S型・W型
　　　〃　　　　       金属用プライマー（F）
　　　〃　　　　       VE-04（F）
　　　〃　　　　       VE-06（F）
　　　〃　　　　       VE-00
　　　〃　　　　       VE-30
　　　〃　　　　       VE-10
　　　〃　　　　       VE-12
　　　〃　　　　       VE-97
パーメックN
硬化剤328E
BPO-50
促進剤AN
促進剤Co
硬化遅延剤
ワックス液
VEトナー（各色）
添加剤C
パンゲルAD
＃450ガラスマット
サーフェースマット30C
硅砂4号・5号・6号・7号

                                   用途および特長

コンクリート用

　金属用

一般品（耐酸・耐アルカリ）

耐熱・耐溶剤

低臭タイプ
耐クロム酸

工法および使用樹脂により、右の3種より選択

硬化促進に使用

硬化遅延に使用
上塗硬化完結用
着色用
F☆☆☆☆仕様に添加
増粘剤
中塗補強層
表面補強層
モルタル工法用・防滑仕上げ用

　　一般名称

下塗材

中塗材・上塗材

硬化剤

硬化促進助剤
硬化促進剤
硬化遅延剤
ワックス液
着色剤
添加剤
増粘剤

ガラス繊維

骨材

夏・春秋用
冬用
高粘度
中粘度
VE-00粘調用
一般品

一般用

■高耐久性（厚膜）
■耐薬品性
■防食性

VE
厚膜多成分型ビニルエステル樹脂塗料

JQA-2631（本社工場）
JQA-EM3548（本社工場）

（社）日本塗料工業会登録

登録番号

ホルムアルデヒド放散等級

問い合わせ先

F☆☆☆☆

M0 3 1 1 9

http://www.toryo.or.jp




